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人は犬や猫を安楽死させてやります｡苦痛なしに死なせ

てやるのが人間の責任なのです。昔日本の南極越冬隊が

昭和基地から引き揚げるとき、時間がなくて連れて行っ

た犬を置き去りにして帰って来ました。これに対して欧

米諸国から「日本人は野蛮だ」と非難が浴びせられたの

です｡彼らは連れて帰れないのであれば犬を銃殺するな

りして安楽に死なせてやるべきだと言っているのです。

しかし'ﾖ本人にはそれはできません。その態度の根底

には仏教思想があるからです。

それは「輪廻転生」 （生まれかわりの考え）の思想が

あり、人間は動物の仲間だと考えられています。そこか

ら「仕方がないじゃないか」 「縁があれば生きよ」の考

えになったのです。思い出してください南極観測船「宗

谷」が昭和基地に帰った時あの置き去りにしてきたタロ

ー、ジローが生きていたのです。その意味では日本人の

「縁があれば生きよ」の方が「安楽死理論」より良かっ

たのではないかと思います。

西欧の見方、考え方にいいところがあればわたしたち

はそれを学ぶべきです。

しかし、その場合でも仏教のものの見方、考え方もし

っかり知っていただきたいと思います。

自然破壊の速度が速くなりつつある現代こそ、人間も動
物も共にこの世界で生きていく事が大切だと思います。
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卓話“我が趣味「乗馬」 ” 会員

(火） 晴

池森由幸君

●君が代

◇それでこそロータリー

●出席報告

会員 46 （39）名 出席31 名

出席率 79， 49％

前々回 2／16 （修正出j＃;率） 97， 62％

池森幹事報告

地区大会の記録が来ておりますので、ご出席されま

した方はお帰りにお持ち下さい。

ロータリーの友が来ておりますのでお帰りにお持

ち~ドさい。

l)

2）

令卓話 “我が趣味「乗馬！」”

会員 池森由幸君
舎人会長挨拶

;
クッ」 ・ ・そう、ヨーロッパで悪魔の一盤と呼ばれてい

る「ぎっくり腰」だったのです！ 少し情けないお話な

のです。その時、ペインクリニックでその時担当された

先生に、 「先生もそろそろ年齢的に筋肉や靭帯に衰えが

忍び寄ってくる年代ですから、何か腰や背中の筋肉を鍛

えることを始められた方がいいですよ。 」と薦められ、

名古屋近辺の乗馬クラブに通うことにしました。乗馬ク

ラブでは、ただ馬に乗るだけでなく、馬との付き合い方

や世話の仕方、馬具の手入れの方法も教えてくれます。

乗馬するものの義務として、自分の乗る馬の世話は自分

で行なう！ことから始めます。
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人間と動物の共生

先日1 ･Mで旭山動物園名番園長小菅正夫氏の識演を

聞き、人間と動物の共生はまさに仏教思想そのものであ

ると感銘を受けました。

動物を見るときの西欧人のものの見方（牧畜民族）と

日本人のものの見方（農耕民族）はもともと大きく違っ

ています。西欧人は人間は神から動物を支配する権限を
付与されていると信じられていますから、たとえば犬を

飼う場合､彼らは徹底的に犬をしつけます｡人を見て「キ

ャン、キャン」と吠える犬などは峡ができていないとし

て飼主に非難の眼が浴びせられるのがイギリス社会で

す。犬たる者は人間に従l1頂でなければならないのです。
また犬や猫を飼うとき、西欧人は去勢をしたり、不妊

の手術を施します。無|淵矢鱈に仔を産ませない工夫をし

て飼っているのです。この点では、 日本人はだらしがな

いですね。産まれた仔犬、仔猫を持て余して、野良犬、
野良猫にしています。

また人間の都合で犬や淵iを飼えなくなったとき西欧

｢安定への努力」会長テーマ 本紙は再生紙を使用しており ます。



海外でガイドさんの後に続いて山道をテコテコ散歩
したことはありますが、それは所詮「お馬さんに乗せて

いただいている」と言う状態ですので、自分で馬を操っ

てみたいなぁ・ ・と以前から思っていました。クラブに

通い始めて判ったことは、乗馬の技量を判定するライセ

ンスが存在するごとです。これは、全国乗馬倶楽部振興

協会の全国共通の技騒と知識検定のようなものです。こ

れも、 5級からありますが、 3級ライセンスを取って、

やっと乗馬仲|＃lのお仲間の端っこに加えていただける、

と言った具合で、結榊、難関が幾重にもあります。3級

ライセンスとそれまでの4級、 5級との大きな違いは、

各個通勤を辮在されるということです。やっと、独り立

ちで馬を操作することになりますが、部班（集団）では

簡単に動く馬も、各個に扶助（ふじょ。指示のことです）

を与えて、馬がそれを理解して扶助通りの行動をしなけ

ればなりませんので、やはり、かなりのトレーニングが

必要となります。試験は、課題のコースがあって、丁度、

自動車の仮免試験と同じです。中には、お利口な馬がい

て、課題のコースを覚えていて、乗り手が扶助を与えな

くても、オートマチックに一人で動いてくれる馬もいま

すので、試験日には、その子に人気が集まるという、珍

現象も見られます。ともかく、 3級ライセンスが取れる

程度まで馬を操れるようになっておかないと、外乗（が

いじよう）と言って、柵の無い、草原や、山の中を駆け

回る事は避けた方が身のためです。何せ、相手は生き物

ですので、思わぬ反応をすることがあり、その結果、危

険な目に合うこともありますので、侮りは禁物です。ま

た、 2級以上のライセンスになると、馬場、障害、エン

デュランスと分かれてきます。特に、馬場と障害は受験

時に「衣装」も必要になってきます。衣装とは、オリン
ピックの選手が蒲ている、黒か紺の乗馬服（燕尾服tail

coat) 、シルクハット (tophat) 、 白かオフホワイト

のキュロッl､、白のストック(アスコットタイ）か、白の

タイ、手袋、黒の長靴、拍車を着用しなければなりませ

ん。この辺にくると趣味も高じて、国体、オリンピック

を目指す方も出てきます。

大自然の中で、鯵蒼と茂った原生林の中や、車のこな

い林道、また、砂浜をゆったりと馬に揺られたり、時に

は駆け足で走ったりする時の開放感は至福の・時です。

一度乗馬を試してみようか！と思われましたら、どうぞ

お気軽にお声をかけて下さい。

えままならない状態でした。

南アジアを襲った津波では、 20万人以上の犠牲者が出

ました。さらに、中央政府と独立派グループの長期的な

紛争は2005年に平和協定の調印に至ったものの、アチ

エ州の教育施設の整備は遅々として進んでいませんで

した。こうした子どもたちの窮状に心を痛めた第2780
地区のロータリー財団学友会は、支援活動に動き出しま

した。インドネシアの非政府組織「コミユニタス・ティ

カール・パンダン」からの問い合わせに応じて、アチエ

州の子どもたちのために図書館をつくることを決めま

した。

学友会は、昨年3月逗子市にて、図書館プロジェクl、

のためにアチェ・チャリティーコンサートを開き、 1万

6， 000ドルを集めました。

コンサートには、ロータリー奨学生としてイタリアに留

学した4人､ソプラノの渡辺ローザさん(2000-01年度）

と渡辺昌子さん(2001-02年度） 、ピアノの高橘裕子さ

ん(1992-93年度） 、ヴオーカルの辻康介さん(1997

-98年度）が出演。第2780地区ロータリー財団委員会
をはじめ、逗子ロータリークラブ、逗子市教育委員会、

インドネシア大使館、日本財団、そして数多くのロータ

リアンと学友の後援を受けて実現したコンサートです。

プロジェクトでは、本、本棚、机、いすを備えた図書

館を3つの村.につくることができました。7月にはロー

タリアン2人と学友2人がプロジェクトの実施地を訪問

しました。
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秋の九｜･九IIL浜（千葉県) 2006年10月

ガイドさんの先導で波打ち際の外乗風景。
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「友』インターネット速報2010年1月12日 No. 411
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インドネシアで教育の機会を開く

インドネシア・アチエ州の子どもたちは、2004年の大津

波と30年以上に及ぶ紛争により、教育を受けることさ

｜
I

次回例会平成22年3月16日 （火） 4階雅の間
講演‘‘あいちトリエンナーレ2010について”愛知県美術館副館長村田眞宏様

ニコボ啄勿ズ


